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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

 当連結会計年度における我が国経済は、企業収益の改善と政府による各種経済・金融政策により景気は緩やかに

回復を続ける一方、英国のＥＵ離脱問題や米国の新政権への移行などにより為替、株価が乱高下するなど、先行き

は不透明な状況となりました。

 このような環境の中、当社グループにおきましては、従来からの基本戦略である「販売エリアの拡大」と「販売

シェアの向上」の一環として、４月に仙台支店の倉庫増築と岡山営業所の新設、５月に南大阪営業所を新設、さら

にグループ会社であります三協則武鋼業株式会社が５月に大阪府堺市に新築移転いたしました。業績につきまして

は、当連結会計年度の売上高は、前期に対して鋼材市況の下落、販売数量の減少により1,763億60百万円（前年同

期比7.0％減）となりました。損益面におきましては、売上高は減少したものの在庫販売における利益率の上昇に

より、営業利益53億92百万円（前年同期比25.6％増）、経常利益56億30百万円（前年同期比25.4％増）となりまし

た。特別損益として賃貸物件の売却等を行った結果、親会社株主に帰属する四半期純利益38億18百万円（前年同期

比15.6％増）となりました。 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。

 

①九州・中国エリア 

 前期に対し、鋼材市況は下落したものの、販売数量が増加したことにより売上高は増加いたしました。利益につ

きましても利益率の上昇により増加いたしました。その結果、外部顧客への売上高は1,016億９百万円（前年同期

比0.7％増）セグメント利益は34億47百万円（前年同期比10.6％増）となりました。 

 

②関西・中京エリア 

 前期に対し、販売数量の減少、鋼材市況の下落により売上高は減少いたしました。利益につきましては利益率の

上昇ならびに不良債権の減少や設備投資に係る一過性の経費が減少したことにより増加いたしました。その結果、

外部顧客への売上高は405億97百万円（前年同期比16.9％減）セグメント利益は７億73百万円（前年同期比92.6％

増）となりました。 

 

③関東・東北エリア 

 前期に対し、販売数量の減少、鋼材市況の下落により売上高は減少いたしました。利益につきましては、設備投

資による減価償却費が増加したものの、利益率の上昇により増加いたしました。その結果、外部顧客への売上高は

341億54百万円（前年同期比14.5％減）セグメント利益は11億89百万円（前年同期比59.2％増）となりました。 

 

（２）当期の財政状態の概況

（資産） 

 前連結会計年度末比23億78百万円増加し、1,305億25百万円となりました。主な要因は、鋼材市況の下落によ

り商品が減少したものの、未完成工事における前渡金ならびに受取手形及び売掛金が増加したことによるもので

す。 

 

（負債） 

 前連結会計年度末比６億41百万円減少し、707億12百万円となりました。主な要因は、買掛金ならびに未完成

工事における前受金が増加したものの借入金が減少したことによるものです。 

 

（純資産） 

 前連結会計年度末比30億19百万円増加し、598億13百万円となりました。主な要因は、利益剰余金の増加によ

るものです。 
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、仕入債務の増加及び有形固定資産の

売却による収入があったものの、有形固定資産の取得による支出及び短期借入金の減少による支出があったことに

より前連結会計期間末に比べ４億87百万円減少し、当連結会計期間末は20億46百万円となりました。

 当連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は85億47百万円（前連結会計期間は128億74百万円の獲得）となりました。これは

主に、仕入債務の増加によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果獲得した資金は23百万円（前連結会計期間は89億87百万円の使用）となりました。これは主に、

有形固定資産の取得による支出があったものの、有形固定資産の売却による収入が多かったことによるものであり

ます。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は90億58百万円（前連結会計期間は39億49百万円の使用）となりました。これは主

に、短期借入金の減少によるものであります。

 

（４）今後の見通し

 今後の見通しにつきましては、国内経済は雇用・所得環境の改善が続き、緩やかな景気回復に向かう一方、米国

の新政権での保護主義的な政策による影響や英国のＥＵ離脱による影響、中国をはじめとした新興国の景気減速、

為替の変動等、より一層不透明な経営環境が続くと予想されます。

 このような環境の中、当社グループは基本戦略である「販売エリアの拡大」と「販売シェアの向上」に邁進し翌

連結会計年度（平成30年３月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高1,936億80百万円(前年同期比9.7％

増）、営業利益57億23百万円（同5.9％増）、経常利益59億６百万円（同4.7％増）、親会社株主に帰属する当期純

利益41億78百万円（同9.2％増）を予想しております。 

 

 また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
 

    (単位：百万円) 

  前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,646 2,158 

受取手形及び売掛金 53,833 55,585 

商品及び製品 14,206 13,381 

原材料及び貯蔵品 1,206 1,290 

前渡金 3,843 6,942 

繰延税金資産 397 450 

その他 117 563 

貸倒引当金 △50 △85 

流動資産合計 76,200 80,287 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 26,792 28,089 

減価償却累計額 △9,983 △10,108 

建物及び構築物（純額） 16,808 17,981 

機械装置及び運搬具 6,148 7,830 

減価償却累計額 △4,055 △3,750 

機械装置及び運搬具（純額） 2,093 4,079 

土地 26,736 26,185 

リース資産 42 52 

減価償却累計額 △26 △35 

リース資産（純額） 16 17 

その他 523 601 

減価償却累計額 △398 △405 

その他（純額） 124 196 

建設仮勘定 4,577 － 

有形固定資産合計 50,356 48,460 

無形固定資産    

のれん 4 2 

その他 132 207 

無形固定資産合計 136 210 

投資その他の資産    

投資有価証券 846 975 

長期貸付金 10 9 

従業員に対する長期貸付金 23 31 

繰延税金資産 － 7 

その他 706 655 

貸倒引当金 △134 △112 

投資その他の資産合計 1,452 1,566 

固定資産合計 51,945 50,237 

資産合計 128,146 130,525 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成29年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 27,346 33,183 

短期借入金 30,264 22,400 

1年内返済予定の長期借入金 294 294 

リース債務 7 7 

未払法人税等 888 1,256 

賞与引当金 779 965 

その他 3,883 4,959 

流動負債合計 63,463 63,067 

固定負債    

社債 5,014 5,009 

長期借入金 1,170 876 

リース債務 9 11 

繰延税金負債 94 134 

役員退職慰労引当金 482 512 

退職給付に係る負債 641 637 

資産除去債務 174 176 

その他 301 286 

固定負債合計 7,889 7,644 

負債合計 71,353 70,712 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,780 3,780 

資本剰余金 3,509 3,509 

利益剰余金 49,829 52,757 

自己株式 △602 △602 

株主資本合計 56,516 59,444 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 271 371 

繰延ヘッジ損益 △22 △2 

退職給付に係る調整累計額 28 △0 

その他の包括利益累計額合計 276 368 

非支配株主持分 0 0 

純資産合計 56,793 59,813 

負債純資産合計 128,146 130,525 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 189,677 176,360 

売上原価 174,800 159,256 

売上総利益 14,876 17,104 

販売費及び一般管理費 10,584 11,711 

営業利益 4,292 5,392 

営業外収益    

受取利息 7 8 

仕入割引 115 105 

受取家賃 52 52 

その他 155 155 

営業外収益合計 330 322 

営業外費用    

支払利息 65 33 

売上割引 56 49 

その他 12 1 

営業外費用合計 134 83 

経常利益 4,488 5,630 

特別利益    

固定資産売却益 28 156 

投資有価証券売却益 － 44 

特別利益合計 28 201 

特別損失    

固定資産売却損 0 97 

固定資産除却損 8 178 

減損損失 － 65 

その他 0 0 

特別損失合計 9 341 

税金等調整前当期純利益 4,507 5,490 

法人税、住民税及び事業税 1,313 1,720 

法人税等調整額 △109 △49 

法人税等合計 1,203 1,671 

当期純利益 3,304 3,818 

非支配株主に帰属する当期純利益 0 0 

親会社株主に帰属する当期純利益 3,304 3,818 
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（連結包括利益計算書）
 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当期純利益 3,304 3,818 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △160 100 

繰延ヘッジ損益 △23 19 

退職給付に係る調整額 13 △28 

その他の包括利益合計 △171 92 

包括利益 3,133 3,911 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 3,133 3,911 

非支配株主に係る包括利益 0 0 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,780 3,509 47,333 △602 54,020 

当期変動額           

剰余金の配当     △808   △808 

親会社株主に帰属する当
期純利益     3,304   3,304 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）         － 

当期変動額合計 － － 2,496 △0 2,495 

当期末残高 3,780 3,509 49,829 △602 56,516 

 

             

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 

繰延ヘッジ損益 
退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 431 1 14 447 0 54,468 

当期変動額             

剰余金の配当           △808 

親会社株主に帰属する当
期純利益           3,304 

自己株式の取得           △0 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額） △160 △23 13 △171 0 △171 

当期変動額合計 △160 △23 13 △171 0 2,324 

当期末残高 271 △22 28 276 0 56,793 
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当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,780 3,509 49,829 △602 56,516 

当期変動額           

剰余金の配当     △891   △891 

親会社株主に帰属する当
期純利益     3,818   3,818 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）         － 

当期変動額合計 － － 2,927 △0 2,927 

当期末残高 3,780 3,509 52,757 △602 59,444 

 

             

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 

繰延ヘッジ損益 退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 271 △22 28 276 0 56,793 

当期変動額             

剰余金の配当           △891 

親会社株主に帰属する当
期純利益           3,818 

自己株式の取得           △0 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額） 

100 19 △28 92 0 92 

当期変動額合計 100 19 △28 92 0 3,019 

当期末残高 371 △2 △0 368 0 59,813 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 4,507 5,490 

減価償却費 1,317 1,865 

減損損失 － 65 

のれん償却額 3 1 

無形固定資産償却費 21 36 

長期前払費用償却額 2 3 

賞与引当金の増減額（△は減少） 159 186 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △104 － 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 26 29 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 22 12 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △4 △44 

受取利息及び受取配当金 △28 △32 

支払利息 65 33 

投資有価証券売却損益（△は益） － △44 

投資有価証券評価損益（△は益） － 0 

出資金評価損 0 － 

有形固定資産売却損益（△は益） △28 △64 

有形固定資産除却損 8 177 

無形固定資産売却損益（△は益） － 5 

無形固定資産除却損 － 1 

売上債権の増減額（△は増加） 5,012 △531 

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,804 741 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 292 △447 

仕入債務の増減額（△は減少） △4,322 2,738 

未払消費税等の増減額（△は減少） 717 △384 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 127 127 

その他の固定負債の増減額（△は減少） 1 △13 

小計 13,605 9,953 

利息及び配当金の受取額 23 27 

利息の支払額 △65 △33 

法人税等の支払額 △688 △1,399 

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,874 8,547 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △8,945 △1,282 

有形固定資産の除却による支出 △8 △53 

有形固定資産の売却による収入 30 1,404 

投資有価証券の取得による支出 △1 △1 

投資有価証券の売却による収入 － 49 

無形固定資産の取得による支出 △25 △111 

出資金の払込による支出 △0 △0 

出資金の回収による収入 0 － 

従業員に対する長期貸付けによる支出 － △26 

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 6 19 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △43 26 

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,987 23 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,741 △7,864 

長期借入金の返済による支出 △251 △294 

長期借入れによる収入 861 － 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △808 △890 

リース債務の返済による支出 △9 △9 

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,949 △9,058 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △62 △487 

現金及び現金同等物の期首残高 2,596 2,534 

現金及び現金同等物の期末残高 2,534 2,046 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この結果、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ62百万円増加しており

ます。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主に鉄鋼・建材商品の販売及び一部工事請負を国内各地域において行っており、各拠点において包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「九州・中国」、「関西・

中京」及び「関東・東北」の３つを報告セグメントとしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益（のれん償却前）ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

        （単位：百万円） 

  九州・中国 関西・中京 関東・東北 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 100,903 48,827 39,946 189,677 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

7,076 3,543 799 11,419 

計 107,979 52,371 40,745 201,097 

セグメント利益 3,116 401 747 4,265 

セグメント資産 53,810 36,645 34,416 124,872 

その他の項目        

減価償却費 425 455 414 1,295 

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
178 4,883 4,086 9,148 

 

当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

        （単位：百万円） 

  九州・中国 関西・中京 関東・東北 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 101,609 40,597 34,154 176,360

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

7,054 3,142 457 10,654

計 108,663 43,739 34,611 187,015

セグメント利益 3,447 773 1,189 5,411

セグメント資産 56,976 34,891 35,851 127,719

その他の項目        

減価償却費 392 800 677 1,870

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
112 1,197 644 1,954
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 4,265 5,411

セグメント間取引消去等 17 3

のれんの償却額 △3 △1

棚卸資産の調整額 12 △21

連結財務諸表の営業利益 4,292 5,392

 

（単位：百万円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 124,872 127,719

セグメント間取引消去等 △3,950 △5,558

のれん 4 2

棚卸資産の調整額 △33 △54

全社資産（注） 7,254 8,415

連結財務諸表の資産合計 128,146 130,525

（注）全社資産は、主に当社の現金及び預金、管理部門に係る資産等であります。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

１株当たり純資産額 2,740.23円 2,885.95円

１株当たり当期純利益金額 159.43円 184.25円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 139.36円 161.08円

（注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

 
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
3,304 3,818

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益金額（百万円）
3,304 3,818

期中平均株式数（千株） 20,725 20,725

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
△3 △3

 （うち支払利息（税額相当額控除後）

 （百万円））
(△3) (△3)

普通株式増加数（千株） 2,960 2,960

 （うち転換社債型新株予約権付社債

 （千株））
(2,960) (2,960)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額の算定に含めなか

った潜在株式の概要

－

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

（開示の省略）

 連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計

算書に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略してお

ります。

 リース取引、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストック・オプション等、税効果会計、企業結

合等、資産除去債務、賃貸等不動産、関連当事者情報に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性

が大きくないと考えられるため開示を省略しております。
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